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載したものの転載である｡信論文はファイ
ナンス英語の習得が困難視されがちな点を
取り上げて,その対策を懇切に記述してい
る｡それは背景にある経済のさまざまな対
象によく通じること,つまりこれらの事象
の混血度のプラグマティズムだと強調して
いる｡また信氏のもう一つの転載論文は英
文である｡企業ファイナンスの実情を突き
ながら,企業の所有者はいったい誰なのか,
機関投資家,個人投資家を問わず,株主の
企業内での力学関係,最近マスコミでも話
題となる社外重役の存在度などをテーマと
している｡山内氏の論文は,2部構成で,
一つは日本型経営が揺らいでおり,新しい
企業理念 ･アイデンティティの創出の必要
性に迫られていることを述べ,他は企業活
動のグローバル化とともに工業英語を書く
ことが多くなっていると指摘して,工業英
語に光を当てるための提言を書いている｡
最後になったが,編者の橋本教授の論集
は,海外旅行中の見聞,ビジネス英語関連,
英語辞書,大学生の短期英語研修など,節
りに触れて執筆 した文書の集大成である｡
橋本教授は現在,経済関連の英語辞書編纂
の第一人者と言ってよく,掲載論集からそ
の片鱗が読み取れるはずである｡その学績
を絶えずサポー トしてこられた教授夫人,
千代子さんのアメリカとイギリスでの滞
在 ･体験記も異色である｡異文化との出会
いの楽しさが伝わってくる｡本書の執筆者
一同は,橋本教授がアカデミズムに身を置
く前から友誼と研究の糸で結んできた人々
のグループである｡驚くことは,通読して,
この十年間の日本とそれを取 り巻く世界の
ファイナンスの小史にもなっているのを発
見することである｡
